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市長就任インタビュー

　　　９月２９日（日）午前１０時開会　　　　　
　　　高槻現代劇場　集会室４０２号
　　　　  高槻市野見町２－３３
皆様お誘い合わせの上、ぜひお越しください。
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 はまだ剛史市長に聞きました

―

第　
代
高
槻
市
長
へ
の
ご
就
任
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
期
目
を
迎
え
ら
れ
た
お

気
持
ち
は
い
か
が
で
す
か
。

 　
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
３
期
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　
年
振
り
の
無
投
票

と
い
う
結
果
と
な
り
、
市
民
の
皆
様
の
期
待

の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
に
飛
躍
す
る
高
槻

の
礎
を
築
く
た
め
、
市
長
の
職
責
を
全
力
で

果
た
し
て
い
く
決
意
で
す
。

―

こ
れ
ま
で
の
８
年
間
の
市
政
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
す
か
。

　
年
々
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
市
の
活
力

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
、
生

産
年
齢
人
口
の
増
加
が
必
要
と
考
え
、
子
育

て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
中
学

校
卒
業
ま
で
の
拡
大
、
保
育
所
待
機
児
童
ゼ

ロ
の
継
続
、 

小
学
校
の　
人
以
下
学
級
や
中

学
校
給
食
の
実
現
な
ど
、
子
育
て
・
教
育
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
都
市
に
と
の
気
概
を
も
っ

て
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
他
市

に
先
駆
け
て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
、
高
槻
の
魅
力
発
信
や
知
名
度
向
上
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
大
き
な
う
ね

り
の
中
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
を
中
心
に
転

入
が
増
加
す
る
な
ど
効
果
も
み
ら
れ
ま
す
の

で
、
今
後
も
地
道
な
取
組
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

―

目
に
見
え
て
大
き
な
変
化
も
あ
り
ま
し
た

ね
。

　
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
ホ
ー
ム
拡
充
や
新
名
神
高
速

道
路
高
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
な
ど
、

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
事
業
が
実
現
し
、
関

西
中
央
都
市
に
ふ
さ
わ
し
く
、
交
通
利
便
性

や
都
市
機
能
が
格
段
に
向
上
し
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
京
大
農
場
跡
地
に
１
次
開
園
し

た
安
満
遺
跡
公
園
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
お
り
、
好
評
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

―

３
期
目
に
力
を
入
れ
た
い
政
策
は
ど
ん
な

も
の
で
す
か
。

　
３
期
目
に
当
た
っ
て
、
取
り
組
む
べ
き
３

つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。
１
つ
に
は
、

自
然
の
脅
威
か
ら
市
民
を
守
る
「
強
靭
な
ま

ち
づ
く
り
」、
２
つ
に
は
、
市
の
副
都
心
と
し

て
の
機
能
を
担
う
「
富
田
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
」、
３
つ
に
は
、
新
文
化
施
設
を
核
と
し
た

城
跡
公
園
の
再
整
備
な
ど
「
高
槻
の
歴
史
を
継

承
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
こ
の
３
つ
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
安
心
と
希
望

を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―

中
で
も
、
防
災
は
重
要
で
す
ね
。

　
昨
年
、大
き
な
災
害
に
相
次
い
で
見
舞
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
復
旧
、
被
災
者
支
援
に
全
力
で
取
り

組
む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
、

防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、
い
か
な
る

自
然
災
害
に
も
対
応
で
き
る
「
強
さ
」
と
「
し

な
や
か
さ
」
を
兼
ね
備
え
た
強
靭
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―

市
政
運
営
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
組
織
体
制
を
大
胆
に
見
直
し
ま
す
。
特
に
、

災
害
対
応
や
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、
全

庁
一
体
と
な
っ
た
推
進
体
制
の
構
築
や
、大
阪
・

関
西
万
博
を
見
据
え
、
歴
史
遺
産
を
活
用
し
た

観
光
振
興
の
推
進
体
制
を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
経

営
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

―

濱
田
市
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
皆
様
の

声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
高
槻
市
の
発
展

と
高
槻
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

定期総会・はまだ剛史市政報告会
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45

35

　令和元年５月１日に、第２２代高槻市長に就任し、３期
目をスタートいたしました。身の引き締まる思いで、今後
４年間、市長の職責を全力で果たしていく決意を新たにい
たしました。

　３期目は、１期目から重点施策として取り組んできた子
育て・教育、医療・福祉、都市機能の充実などの取組をよ
り一層進化させるとともに、災害に強い安全・安心なまち
づくりに向け、災害経験を踏まえ、あらゆる視点から防災・
減災対策の強化に取り組んでまいります。また、安満遺跡
公園の全面開園に向けた取組をはじめ、新文化施設を中心
とした城跡公園の再整備や富田地区のまちづくりなど、本
市の歴史・文化資源を活かし、さらなる魅力向上と、にぎ
わい創出に取り組んでまいります。

　そのためにも、「強い財政」、「強い組織」をつくり、次
世代に安心と希望をつなぐ、未来志向の改革に着実かつ迅
速に取り組んでいかなければなりません。　　　　
　市民の生命財産を守り、生活の安定を図るという使命を
改めて胸に刻み、高槻市の発展と市民の皆様の幸せのため
に、全力を尽くしてまいりますので、今後とも「みらい創生」
のまちづくりにご理解とご協力を賜りますようよろしくお
願い申し上げます。　

就任ごあいさつ

と　きと　き
ところところ



３期目の更なる飛躍に向けて
令和元年度施政方針を表明

３期目の更なる飛躍に向けて
令和元年度施政方針を表明

　濱田市長は令和元年６月１８日、市議会定例会において、３期目の決意を新たに、令和元年
度施政方針演説を行いました。今号では、施政方針に盛り込まれた主要な施策を紹介します

　　「国土強靭化地域計画」を策定　
　　災害用医薬品等の確保体制を整備
■　公共施設のブロック塀等を計画的に撤去、民間ブロック塀等の補助制度を拡充
■　避難所における通信環境を強化
　   ドローンの配備により、迅速に被害状況を把握
　　セーフティプロモーションスクール認証に向けた取組を推進
■　交通安全や防犯に加え、防災の観点から通学路の点検を強化し、児童の安全を確保

　　民間保育園等の適正な運営を確保（指導監督の部署を創設）
■　国の新制度に基づき、幼児教育・保育の無償化を実施
　　駅前等に送迎センターを整備し、バス等で保育所等に子どもを送迎する仕組みを検討
　　子ども医療費助成の対象年齢を１８歳まで拡大（令和２年度から）
■　放課後の子どもの居場所づくりを推進（小学校の校庭開放など）
■　学校の安全管理を強化するため、ソフト・ハード両面から一元的に担う部署を創設
■　第四中学校区などで施設一体型小中一貫校の開設を検討
■　三好山の芥川山城跡の国史跡指定に向けた取組を推進

■　高槻インターチェンジ周辺の沿道まちづくりを支援
■　富田地区の副都心にふさわしいまちづくりを推進
■　檜尾川以東における新駅設置と新たな市街地形成の検討
■　安満遺跡公園の全面開園に向けた取組を推進
■　新文化施設を核とした城跡公園の再整備、城下町再生の取組に着手
　　関西最大級の健康遊具数を備える公園整備に着手（芥川緑地プール跡地）
　　市営バスの自動運転の導入可能性を研究

　　福祉関係の相談業務を集約し、ワンストップ化
■　ますます元気体操の普及など、介護予防の取組を推進
　　生活困窮者に対する包括的な支援体制を整備（家計改善支援事業を開始）
■　がんの早期発見・早期治療に向け、各種検診の無料実施や、受診環境の整備を推進
■　障がい者の自立や社会参加の促進など、障がい者施策を推進
■　産学官連携による口腔保健分野における疫学研究を実施

　　高槻商工会議所と連携し、健康経営に取り組む企業を支援　
■　商店街の取組や中心市街地活性化に基づく施策を推進
■　商工業・観光の振興に向けた次期計画の策定に着手
　　大阪・関西万博を見据え、歴史遺産や情報発信の強化により、観光振興を推進
　　次世代を担う新規就農者に対する支援制度を創設
■　森林の災害復旧事業を推進　

■　摂津峡におけるバーベキュー行為等の規制により自然環境を保全　　
■　コミュニティセンターへのエレベーター整備を完了
■　新文化施設の整備に向けた取組を推進
■　タイトル戦の誘致やアマチュア将棋大会の開催など、将棋文化を振興

■　次期総合計画（令和３年度～）の策定に着手　
■　ロボティック・プロセス・オートメーション（ＲＰＡ）の導入や
　　人工知能（ＡＩ）の活用を検討
■　営業活動や定住促進プロジェクトを積極的に展開

※　 は新規施策です。これらの他にも重点施策は多数あり、
　高槻市ホームページで概要が紹介されています。

将来にわたり誰もが幸せを実感できるまちの実現へ！

安全 ・ 安心のまちづくり安全 ・ 安心のまちづくり

都市機能の充実都市機能の充実

子育て ・ 教育環境の充実子育て ・ 教育環境の充実

良好な環境の形成、 市民生活の充実良好な環境の形成、 市民生活の充実

効果的な行財政運営の推進効果的な行財政運営の推進

産業の振興産業の振興

健康 ・ 福祉の充実健康 ・ 福祉の充実

強靭なまちづくり

富田地区のまちづくり

高槻の歴史を継承するまちづくり

子育て支援の

トップランナー都市

健康寿命を全国トップレベルに延伸

＋＋
３
大
テ
ー
マ

１．重点施策の迅速かつ確実な推進に向けて、大胆な機構改革を実施
　　・安全・安心の取組を全庁一体となって推進
　　・観光振興の推進体制を強化（街にぎわい部の創設）
　　・市民サービスの一層の向上
２．『みらいのための経営革新』に向けた改革方針に基づく取組を推進
３．輝かしい未来を見据えたまちづくりを推進

新
新

新
新

新
新

新

新
新

新
新

新

新

新

新

重点施策


